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６月定例会

雫石東八幡平線道路整備

意見書を全会一致で可決

●会期　６月12日～６月22日(11日間)

今回は

報告　　　　　７件

市長提出議案　17件

議員提出発議案３件

請願　　　　　１件
６月定例会初日（６月12日）

リンドウ議会開催
　八幡平市議会では、品質、生産量とも日本一を誇るリンドウが最盛期を迎える

９月定例会を「リンドウ議会」と称し、市民をはじめ国内・海外に八幡平市を広

く宣伝し、地域の経済、観光、まちづくりの発展に寄与することを目的とし、議

場にリンドウを飾り、９月定例会を開催することになりました。ぜひ傍聴にお越

しください。

９月定例会を傍聴しませんか

リンドウを飾る期間 （予定）

９月定例会開会の８月23日㈬

　～　８月29日㈫まで
リンドウ議会開催

条
例
の
主
な
条
項

○
第
２
条
で
は
、
交
通
安
全
活
動
を
行
う
団
体
を
支
援
し
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
市
の
責
務
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

○
第
３
条
で
は
、
歩
行
者
は
反
射
材
や
電
灯
類
を
着
用
し
て
、

運
転
者
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

○
第
４
条
で
は
、
運
転
者
は
夕
暮
れ
時
の
ラ
イ
ト
早
め
点
灯

（
９
月
か
ら
翌
年
３
月
の
間
は
午
後
４
時
を
め
ど
に
点
灯
）

お
よ
び
夜
間
に
お
け
る
原
則
上
向
き
ラ
イ
ト
走
行
を
励
行
し
、

早
め
に
歩
行
者
を
発
見
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

○
第
６
条
で
は
、
子
供
や
高
齢
者
が
外
出
す
る
と
き
は
、
反

射
材
な
ど
を
着
用
す
る
よ
う
助
言
す
る
な
ど
、
家
庭
で
の
交

通
安
全
に
関
す
る
努
力
義
務
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
こ
の
条
例
は
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
市

民
も
一
緒
に
な
っ
て
交
通
安
全
活
動
に
協
力
す
る
よ
う
促
す

も
の
で
、
取
り
締
ま
り
を
目
的
と
し
た
り
、
罰
則
を
設
け
た

り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○八幡平市交通事故防止活動推進条例
（趣旨）　

この条例は、交通事故を防止するための活動を推進することにより、安全で安心して暮らす

ことができる市民生活の実現を図ることを目的としています。

議員発議で新規条例を制定

西根総合支所前での交通安全指導

【
報
告
第
１
号
】　

株
式
会
社
八
幡
平
温
泉
開
発

の
経
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

ＱＡ

【
報
告
第
６
号
】　

落
雪
事
故
の
和
解
お
よ
び
損

害
賠
償
額
の
決
定
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て

落雪事故が発生した小学校

Ａ Ｑ 過
去
と
違
う
過
失
割 

合
に
な
っ
た
根
拠

　

過
去
の
市
施
設
か
ら
の
落
雪
事
故
で

は
、
市
の
過
失
１
０
０
％
で
和
解
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
故
は
50
％

の
市
の
過
失
と
な
っ
た
根
拠
が
議
論
さ

れ
た
も
の
で
す
。

被
害
者
（
教
員
）
は
、
危
険
な
場

所
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
50
％

の
過
失
と
い
う
が
、
事
故
現
場

に
立
ち
入
り
禁
止
の
措
置
を
取

る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

事
故
現
場
は
小
学
校
で
あ
り
、

一
番
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

学
校
側
と
協
議
し
、
安
全
対
策

を
指
導
し
て
い
き
た
い
。

市
の
第
３
セ
ク
タ
ー 

経
営
状
況
報
告

　

前
年
度
に
実
施
し
た
会
社
分
割
に
よ

り
、
給
湯
事
業
を
主
目
的
と
す
る
会
社

と
し
て
、
実
質
的
に
初
年
度
の
事
業
報

告
に
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
子
会
社

に
な
っ
た
、
八
幡
平
市
産
業
振
興
株
式

会
社
の
決
算
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
産
業
振
興
㈱
の
社
長
が
、
親

会
社
で
あ
る
㈱
八
幡
平
温
泉

開
発
の
事
務
所
に
常
駐
し
て
い

る
が
、
市
産
業
振
興
㈱
が
赤
字

決
算
に
な
っ
て
い
る
中
、
問
題

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
産
業

振
興
㈱
の
社
長
の
報
酬
は
ど
こ

か
ら
出
し
て
い
る
の
か
。

親
会
社
か
ら
子
会
社
に
社
長

と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
は
、
一

般
的
に
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。
子

会
社
に
全
額
出
資
し
て
い
る
形

態
を
と
っ
て
お
り
、
親
会
社
が

責
任
を
持
ち
、
指
導
し
経
営
し

て
い
る
。
市
産
業
振
興
㈱
社
長

の
報
酬
は
、
㈱
八
幡
平
温
泉
開

発
か
ら
出
て
い
る
。
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田
山
地
域
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
試

験
運
行
に
つ
い
て
、
７
月
か
ら

12
月
ま
で
、
試
験
運
行
を
行
う

が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

定
時
定
路
線
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
い
っ
た
ん
休
止
し
、
デ

マ
ン
ド
化
と
い
う
形
で
試
験
運

行
を
す
る
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

基
づ
き
、
ど
ち
ら
の
方
が
、
住

民
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環

境
に
な
る
の
か
検
証
す
る
。

新
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

新
婚
世
帯
の
敷
金
、
礼
金
、
家

賃
、
引
越
し
代
、
ま
た
は
、
新

築
の
費
用
も
対
象
と
な
る
。
１

世
帯
当
た
り
24
万
円
を
上
限
の

支
援
と
な
る
。
今
年
４
月
１
日

以
降
に
結
婚
さ
れ
た
方
で
、
夫

婦
合
わ
せ
た
所
得
が
、
３
４
０

万
円
未
満
の
方
が
対
象
と
な
る
。

※賛成＝○、反対＝●　古川津好議長は採決に加わりません

平成29年第２回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議 員 名　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
工
藤　

隆
一

田
村　

善
男

畠
山　
　

康

井
上　

辰
男

立
花　

安
文

大
森　

力
男

工
藤　
　

剛

工
藤　

直
道

遠
藤　

公
雄

小
野
寺
昭
一

田
村　
　

孝

山
本　
　

榮

髙
橋　
　

守

伊
藤　

一
彦

髙
橋　

悦
郎

関　

善
次
郎

大
和
田
順
一

髙
橋　

光
幸

米
田　

定
男

北
口　

和
男

渡
辺　

義
光

議　案
第11号

平成29年度八幡平
市一般会計補正予
算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

【
議
案
第
８
号
】　

八
幡
平
市
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
条
例応

援
寄
付
者
の
意
向

に
沿
う
運
用
の
た
め

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
本
市
を
応

援
す
る
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
、

寄
付
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
に
要
す

る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
新
た

に
八
幡
平
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

一 般 質 問

質問した事項

１　井
いのうえ

上　辰
たつお

男 議員……Ｐ６

　・平舘館山の公園化整備について
　・平舘本町変則交差点の改善策について
　・八幡平市防災マップについて
　・県央ブロックごみ処理施設について

２　米
まいた

田　定
さだお

男 議員……Ｐ６

　・西根病院改革プランについて

３　工
くどう

藤　隆
りゅういち

一 議員……Ｐ７

　・今後の八幡平温泉郷について
　・田頭地区のにぎわい創出について
　・広報はちまんたいについて
　・次期学習指導要領について

４　畠
はたけやま

山　　康
やすし

 議員……Ｐ８

　・スクールバス利用者の車内学習について
　・不要公共施設備品の処理について
　・借地にある公共施設の状況について

５　山
やまもと

本　　榮
さかえ

 議員……Ｐ８

　・コミュニティバスの運行について
　・田山スキー場へのパークゴルフ場整備につい
　　て

６　渡
わたなべ

辺　義
よしみつ

光 議員……Ｐ９

　・外国人観光客の誘客拡大と交流について
　・生涯学習人材バンクの設置について
　・新学習指導要領研究指定校について
　・文化財保護と昇格指定について

７　遠
えんどう

藤　公
きみお

雄 議員……Ｐ 10

　・市の斎場について
　・寺田コミュニティセンターおよび周辺施設の
　　整備について
　・火災後の現場の処理について

８　北
きたぐち

口　和
かずお

男 議員……Ｐ 10

　・環境保全対策について
　・市産業振興株式会社の運営について
　・市発注工事の入札について

９　髙
たかはし

橋　悦
えつろう

郎 議員……Ｐ 11
　・国民健康保険事業の広域化について
　・大更駅周辺整備事業について

【
発
議
案
第
１
号
】　

八
幡
平
市
交
通
事
故
防
止

活
動
推
進
条
例

交
通
事
故
防
止
活
動 

推
進
条
例
を
制
定

　

安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
の
実
現
を

図
る
た
め
に
、
市
、
歩
行
者
、
運
転
者
、

関
係
団
体
、
家
庭
の
責
務
を
定
め
た
も

の
で
す
。

【
発
議
案
第
２
号
】　

八
幡
平
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
員
定
数
２
人
減
の 

20
人
に
改
正

　

次
の
一
般
選
挙
か
ら
、
八
幡
平
市
議

会
議
員
の
定
数
を
22
人
か
ら
20
人
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
発
議
案
第
３
号
】　

県
道
雫
石
東
八
幡
平
線
の

道
路
整
備
を
求
め
る
意
見
書

雫
石
東
八
幡
平
線 

車
道
で
の
全
面
開
通

　

岩
手
山
周
辺
の
観
光
振
興
に
寄
与
す

る
た
め
、
現
在
、
中
断
さ
れ
て
い
る
県

道
雫
石
東
八
幡
平
線
の
車
道
に
よ
る
全

面
開
通
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

全面開通を願う松川大橋周辺

【
議
案
第
11
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

１
億
７
３
３
３
万
円

増
額
し
た
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
３
３

３
万
円
を
増
額
し
、
累
計
１
９
７
億
９

８
３
３
万
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
農
と
輝
の
大
地
基
金　

１
６
１
１
万

　

円
▼
結
婚
新
生
活
支
援
事
業　

５
４
０
万

　

円
▼
り
ん
ど
う
優
良
品
種
緊
急
新
植
事
業

　

３
１
０
万
円

ＱＡＡ Ｑ

６月定例会議案採決

【
議
案
第
17
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

２
７
５
万
６
千
円

増
額
し
た
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
５
万
６

千
円
を
増
額
し
、
累
計
１
９
８
億
１
０

８
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

　

２
０
０
万
円

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
委
託
料

２
０
０
万
円
の
内
容
は
何
か
。

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
チ
ー

ム
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ル
ド

ナ
イ
ツ
の
２
次
合
宿
に
係
る
宿

泊
費
の
一
部
負
担
や
バ
ス
移
動

の
経
費
な
ど
で
あ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
合
宿
の
誘
致
な
ど
に

関
し
て
、
今
後
の
展
開
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

６
月
の
１
次
合
宿
時
の
市
の
対

応
な
ど
に
対
す
る
評
価
が
高

か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
他

チ
ー
ム
の
合
宿
の
誘
導
策
や
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

事
前
合
宿
な
ど
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

ＱＡＱＡ
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問　

今
後
、
平
舘
館
山
と
寺
田

館
山
の
整
備
余
地
は
あ
る
の
か
。

市
長　

各
振
興
協
議
会
が
策
定

し
た
地
域
づ
く
り
の
目
標
、
あ

る
い
は
、
重
点
事
業
の
具
体
的

な
内
容
を
検
討
し
て
も
ら
い
、

そ
の
後
、
支
援
体
制
が
で
き
る

の
か
検
討
し
て
い
く
。

問　

散
策
路
に
つ
い
て
は
、
階

段
や
手
す
り
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
も
安
全
に
散
策
で
き
る
形
に

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

副
市
長　

現
状
を
把
握
し
た
上

で
、
再
度
、
地
域
振
興
協
議
会

と
協
議
す
る
。

問　

共
新
住
宅
線
の
残
地
を
駐

車
場
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

隣
接
住
民
の
利
用
に
支

障
と
な
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
、

地
域
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

平
舘
本
町
変
則 

交
差
点
の
改
善
策

問　

西
根
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開

通
に
よ
り
、
朝
夕
の
登
下
校
時
、

車
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
が
、
信

号
機
の
時
間
調
整
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長　

現
地
の
現
状
を
調
査
し
、

必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
可

能
で
あ
る
。

問　

大
型
バ
ス
が
出
入
り
す
る

際
、
通
行
に
支
障
を
来
た
し
て

い
る
が
、
拡
幅
で
き
な
い
か
。

市
長　

過
去
に
、
地
主
に
打
診

し
て
、
不
調
に
終
わ
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
再
度
、
実
現
可
能
か

交
渉
の
余
地
は
あ
る
。

問　

変
則
交
差
点
を
通
常
の
十

字
路
に
改
善
す
れ
ば
、
車
の
流

れ
や
交
通
安
全
上
も
良
く
な
る

と
思
う
が
。

市
長　

後
藤
川
の
整
備
、
家
屋

の
移
転
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

非
常
に
難
し
い
。

平
舘
館
山
の
公
園
化
整
備

今
後
の
整
備
余
地
検
討

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

平舘城跡入口

外
来
患
者
減
少
の
原
因
分
析

内
科
医
入
れ
替
わ
り
も
一
つ

（日本共産党）

新病院建設工事現場

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員

田
頭
地
区
に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

慎
重
な
検
討
を
要
す
る

工
くどう

藤隆
りゅういち

一 議員
（八起会）

田頭の穀倉地帯

問　

田
頭
城
跡
は
、
望
遠
絶
景

の
名
所
で
あ
る
。
眼
下
に
広
が

る
穀
倉
地
帯
に
、
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
構
図
が
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
教
育
旅
行
や
体
験
学
習

の
次
期
目
玉
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
田
ん
ぼ
が
見

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
樹
木

伐
採
な
ど
、
慎
重
に
検
討
を
重

ね
る
必
要
が
あ
る
。

八
幡
平
温
泉
郷

問
　
高
原
中
通
り
に
、
看
板
が

乱
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
車
道

と
歩
道
の
間
の
花
壇
は
、
草
が

伸
び
放
題
で
荒
れ
て
い
る
。
こ

の
状
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
自
治
会
が
で
き
る
ま
で

雑
草
地
の
整
備
は
、
当
然
、
市

で
行
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
規
支
援
事
業
に
て
、
ペ

ン
シ
ョ
ン
や
宿
泊
経
営
を
目
指

す
方
に
、
支
援
策
が
必
要
と
考

え
る
が
。

商
工
観
光
課
長　

現
時
点
で
は

特
に
支
援
策
は
な
い
が
、
優
遇

策
な
ど
の
形
で
、
導
入
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

次
期
学
習
指
導
要
領

問　

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
英
語
指

導
に
お
い
て
、
教
員
だ
け
で
は

多
忙
す
ぎ
る
場
合
に
、
補
助
的

支
援
員
を
加
配
す
る
考
え
は
。

教
育
指
導
課
長　

総
合
的
な
学

習
の
新
し
い
教
育
課
程
の
創
造

に
当
た
っ
て
、
地
域
の
方
々
と

連
携
し
、
教
育
課
程
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
学
校
と
と
も
に
教

育
を
進
め
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
い
く
。

問　

西
根
病
院
で
は
、
内
科
外

来
患
者
数
が
平
成
17
年
度
比
で

37
％
の
減
少
だ
。
し
か
も
、
右

肩
下
が
り
の
一
貫
し
た
減
少
で

あ
り
、
病
院
経
営
の
構
造
的
な

も
の
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
。

患
者
数
減
少
の
原
因
を
、
ど
う

分
析
・
解
明
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

国
、
県
の
傾
向
と
符
合

し
て
い
る
の
で
、
薬
剤
投
与
の

長
期
処
方
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
の
影
響
や
、
人
口
減
少
の
要

素
も
あ
る
。
加
え
て
、
内
科
医

の
入
れ
替
わ
り
に
よ
る
患
者
の

不
定
着
や
内
科
の
午
後
休
診
が

原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

問　

西
根
病
院
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
外
来
患
者
の
減
少
対
策
と

し
て
「
通
院
環
境
の
整
備
」
を

唯
一
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

は
何
か
。
ま
た
、
新
病
院
で
は

通
院
環
境
が
ど
う
整
備
に
な
る

の
か
。

西
根
病
院
事
務
局
長　

国
保
患

者
の
５
割
が
市
外
に
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
呼
び
込
む
の
が
一

番
の
課
題
で
あ
り
、
新
病
院
で

は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
し
、

駅
に
隣
接
さ
せ
る
。

問　

実
際
の
花
輪
線
運
行
の
下

り
で
は
、
10
時
12
分
発
の
次
は

14
時
25
分
で
あ
り
、
通
院
と
は

セ
ッ
ト
に
成
り
得
な
い
。

減
価
償
却
費
は
異
常

問　

病
院
建
設
費
約
50
億
円
の

う
ち
、
病
院
会
計
が
負
担
す
る

の
は
５
億
円
で
あ
る
。
建
設
後

９
年
間
だ
け
で
約
22
・
８
億
円

も
の
減
価
償
却
費
を
計
上
す
る

の
は
事
業
会
計
上
異
常
で
あ
る
。

西
根
病
院
事
務
局
長　

地
方
公

営
企
業
法
に
沿
っ
て
処
理
し
て

い
る
。
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問　

将
来
的
に
活
用
計
画
の
な

い
公
共
施
設
は
、
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。
ま
た
、
施
設
内
の

備
品
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

市
長　

旧
松
尾
総
合
支
所
な
ど

22
施
設
あ
る
。
建
物
を
使
用
し

て
い
た
当
時
の
備
品
が
複
数
あ

り
、
保
管
場
所
が
な
い
こ
と
か

ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。

問　

施
設
内
の
使
用
可
能
と
思

わ
れ
る
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、

楽
器
な
ど
の
備
品
を
、
市
民
に

提
供
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
内
の
公
共
的
な
団
体

を
優
先
し
て
払
い
下
げ
た
後
、

一
般
公
募
に
よ
り
売
り
払
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

バ
ス
通
学
者
へ
音
楽 

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
か

問　

市
内
の
小
中
学
生
の
１
割

が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
、

登
下
校
合
わ
せ
て
平
均
１
時
間

要
し
、
通
学
し
て
い
る
。
乗
車

時
間
を
音
楽
、
英
語
に
親
し
む

環
境
に
整
備
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

バ
ス
に
は
、
Ｃ
Ｄ
な

ど
を
聞
か
せ
る
音
響
設
備
が
な

く
、
乗
車
時
間
、
各
年
齢
層
も

さ
ま
ざ
ま
で
、
教
育
環
境
の
差

が
生
じ
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
送
迎
バ
ス
の
安
全
・
安

心
を
考
慮
す
れ
ば
、
難
し
い
面

が
あ
る
。

借
地
上
の
公
共
施
設

問　

市
で
借
地
利
用
し
て
い
る

公
共
施
設
は
何
カ
所
あ
り
、
今

後
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

民
間
法
人
25
件
、
個
人

42
件
あ
り
、
市
が
恒
久
的
に
使

用
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
購

入
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

不
要
備
品
の
市
民
へ
の
提
供

公
共
的
な
団
体
を
優
先

畠
はたけやま

山　康
やすし

 議員
（八起会）

旧松尾総合支所事務室

田
山
の
コ
ミ
バ
ス
定
期
便

電
話
予
約
型
バ
ス
試
験
運
行

（日本共産党）

田山地域のコミュニティバス

山
やまもと

本　榮
さかえ

 議員

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
戦
略

台
湾
と
タ
イ
を
重
点
市
場

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

台湾交通部観光局へのプレゼン

問　

５
月
に
、
県
・
市
町
村
議

会
議
員
25
人
で
台
湾
を
訪
問
し
、

台
湾
政
府
と
花
蓮
市
に
花
巻
空

港
台
湾
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

運
行
や
、
観
光
交
流
な
ど
を
要

望
し
た
。
「
桜
と
雪
の
回
廊
」

な
ど
も
好
評
で
あ
る
。
市
の
特

長
や
利
点
を
生
か
し
た
観
光
戦

略
を
ど
う
進
め
る
考
え
か
。

市
長　

外
国
人
の
市
内
宿
泊
者

１
人
千
円
の
補
助
金
支
援
な
ど

で
入
り
込
み
数
は
伸
び
て
い
る
。

台
湾
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け

入
れ
な
ど
で
、
長
年
の
交
流
の

あ
る
タ
イ
を
重
点
市
場
と
し
、

誘
客
増
を
目
指
す
。
県
な
ど
と

連
携
し
、
海
外
で
行
わ
れ
る
旅

行
博
な
ど
へ
出
店
し
、
オ
ー
ル

岩
手
、
東
北
エ
リ
ア
で
連
携
し

た
観
光
振
興
を
検
討
す
る
。

人
材
バ
ン
ク
設
置
を

問　

さ
ま
ざ
ま
な
特
技
や
知
識

を
持
っ
た
市
民
を
人
材
登
録
し
、

学
校
教
育
の
支
援
や
生
涯
学
習

な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

が
身
近
に
学
べ
る
人
材
バ
ン
ク

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

生
涯
学
習
活
動
の
推
進

や
、
支
援
す
る
た
め
の
在
り
方

を
研
究
し
な
が
ら
、
人
的
資
源

の
活
用
や
、
指
導
者
と
し
て
活

躍
で
き
る
地
域
人
材
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、
人
材
バ
ン
ク
設
置

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
里
塚
を
県
指
定
に

問　

旧
鹿
角
街
道
に
あ
る
４
カ

所
連
続
の
一
里
塚
を
、
セ
ッ
ト

で
県
指
定
文
化
財
に
昇
格
す
る

よ
う
運
動
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

一
里
塚
の
環
境
を
整

備
し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
昇
格
を
働
き
か
け
る
。

問　

７
月
か
ら
12
月
ま
で
、
田

山
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
電
話
予
約
方
式
に
変
更
し
、

定
期
便
は
な
く
な
る
と
提
案
さ

れ
た
。
多
く
の
住
民
か
ら
、
定

期
便
を
廃
止
し
な
い
で
ほ
し
い

と
要
望
さ
れ
て
い
る
。
住
民
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

利
用
者
が
増
え
る
と
み
て
い
る

の
か
。
定
期
便
廃
止
に
つ
い
て
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
調
査
し

た
の
か
。

市
長　

平
成
28
年
３
月
に
、
八

幡
平
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
を
策
定
し
、
進
め
て
い
る
。

当
該
地
域
は
利
用
者
が
少
な
い

た
め
、
空
車
で
の
運
行
を
回
避

し
、
輸
送
効
率
の
高
い
運
行
を

目
指
す
。
平
成
27
年
11
月
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
実
施
の
意
見
を

参
考
に
し
た
。
今
後
、
利
用
が

増
え
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ス
ポ
少
後
安
代
中
か 

ら
田
山
ま
で
運
行
を

問　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
後

の
下
校
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
ま
で
に
実
施
す
る

か
、
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
実
施
の
見
通
し
は
。

市
長　

現
時
点
で
は
、
ス
ポ
少

活
動
後
の
バ
ス
運
行
は
、
非
常

に
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

田
山
ス
キ
ー
場
に　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

問　

市
は
田
山
ス
キ
ー
場
用
地

を
買
い
取
り
し
、
夏
場
の
ス

キ
ー
場
の
活
用
と
し
て
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
た
い
と

提
案
し
て
き
た
。
今
後
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
す
る
の
か
。

市
長　

必
要
性
や
利
用
者
の
推

計
、
費
用
な
ど
の
調
査
検
討
が

必
要
で
、
当
面
整
備
は
難
し
い
。
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大
更
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
創
出

先
進
地
を
例
に
進
め
た
い

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

整備が進む大更駅周辺

問　

大
更
駅
周
辺
整
備
は
、「
大

更
駅
を
中
心
と
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
で
に
ぎ
わ
い

を
創
出
」
が
最
大
の
目
的
で
始

ま
っ
た
。
最
近
、
同
じ
よ
う
な

事
例
は
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
失
敗
例
が
多
い
。
近
隣
の

矢
巾
町
で
も
、
駅
前
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
開
発
を
進
め
た
が
、
思

う
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
に
な
っ
て

い
な
い
。
公
設
の
長
屋
横
丁
も

撤
退
す
る
店
が
出
て
い
る
。
３

階
の
複
合
施
設
を
建
設
し
た
が
、

客
が
少
な
く
、
撤
退
し
た
店
が

あ
る
。
矢
巾
駅
の
乗
降
利
用
者

数
は
、
１
日
平
均
約
３
千
人
で

も
こ
の
状
態
で
あ
る
が
、
大
更

駅
の
１
日
平
均
の
乗
降
者
数
は

何
人
か
。

地
域
振
興
課
長　

大
更
駅
は
、

１
日
平
均
２
６
９
人
で
あ
る
。

問　

矢
巾
駅
の
10
分
の
１
以
下

の
大
更
駅
で
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
は
難
し
い
課
題
で
は
な
い
か
。

市
長　

失
敗
し
な
い
よ
う
に
、

地
権
者
・
商
工
会
・
検
討
委
員

会
の
皆
さ
ん
と
先
進
地
視
察
な

ど
を
行
い
、
大
更
に
相
応
し
い

も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問　

中
心
部
の
衰
退
は
大
型
店

の
進
出
が
原
因
で
あ
り
、
そ
の

対
策
の
た
め
に
も
市
の
商
品
券

の
利
用
方
法
を
改
め
る
べ
き
だ
。

副
市
長　

購
買
力
を
落
と
し
か

ね
な
い
課
題
で
あ
り
、
商
工
会

と
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

問　

中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
で
大

切
な
の
が
道
路
整
備
だ
。
特
に
、

市
道
松
子
線
を
、
バ
イ
パ
ス
か

ら
大
更
中
心
部
に
つ
な
ぐ
計
画

を
最
優
先
に
す
る
べ
き
だ
。

副
市
長　

松
子
線
は
重
要
な
路

線
と
認
識
し
て
い
る
が
、
道
路

整
備
計
画
も
あ
り
、
最
優
先
は

難
し
い
。

問　

東
北
自
動
車
道
岩
手
山

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
利
用
客
が
、

気
象
条
件
に
よ
っ
て
、
周
辺
の

悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
市
役
所
に
、
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
な
い
か
。
寄
せ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対

策
を
伺
う
。

市
長　

岩
手
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
利
用
者
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

関
係
者
か
ら
の
、
市
へ
の
苦
情

は
な
い
。

問　

観
光
振
興
に
お
い
て
、
悪

臭
が
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園

エ
リ
ア
に
来
訪
す
る
、
国
内
や

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
も
の
と

思
う
。
周
辺
の
畜
産
施
設
が
、

高
速
道
路
開
通
以
前
に
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
、
国

に
対
し
、
畜
産
団
地
の
移
転
を

要
望
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

市
長　

県
民
の
、
健
康
で
快
適

な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
環

境
保
全
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
、
そ
の

現
状
を
調
査
し
て
い
く
。

農
畜
産
物
生
産 

加
工
の
考
え
は

問　

市
産
業
振
興
株
式
会
社
の

事
業
は
、
現
状
の
内
容
で
進
め

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
農
畜
産

物
の
生
産
、
加
工
な
ど
を
加
え
、

雇
用
を
確
保
し
、
安
定
し
た
運

営
を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

平
成
28
年
３
月
１
日
に

分
社
し
、
完
全
民
営
化
と
な
り
、

現
在
の
体
制
、
事
業
内
容
に
転

換
し
て
、
ま
だ
１
年
余
り
な
の

で
、
現
在
の
指
定
管
理
、
事
業

内
容
を
継
続
し
て
い
く
も
の
と

聞
い
て
い
る
。

問　

寺
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
の
ス
テ
ー
ジ
改

修
に
つ
い
て
は
、
長
年
、
地
域

振
興
協
議
会
か
ら
要
望
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
裏
廊
下
を
作
り
、

ス
テ
ー
ジ
の
上
手
と
下
手
を
行

き
来
で
き
る
よ
う
に
改
修
で
き

な
い
も
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

裏
側
に
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
の
設
備
が
あ
り
、
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
的
な
も
の
で
仕
切
る
方

法
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

問　

舞
台
は
、
も
と
も
と
狭
く
、

仕
切
り
板
を
付
け
る
と
、
さ
ら

に
狭
く
な
る
。
ボ
イ
ラ
ー
室
の

後
ろ
側
を
回
る
造
り
に
す
れ
ば
、

問
題
は
な
い
と
の
話
で
あ
っ
た

が
ど
う
か
。

地
域
振
興
課
長　

現
地
を
再
度

確
認
の
上
、
精
査
し
た
い
。

問　

寺
田
柔
剣
道
場
、
消
防
屯

所
、
寺
田
保
育
所
に
は
、
現
在
、

駐
車
場
が
な
く
、
現
実
的
に
は

駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
遊
園
地
広
場
を
、
駐
車
場
と

し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長　

現
在
の
遊
具

施
設
は
活
用
し
な
が
ら
、
事
故

防
止
柵
な
ど
を
設
け
る
方
向
で

検
討
し
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
、
毎
年
ロ
ー

ダ
ー
を
入
れ
、
平
ら
に
し
て
、

砂
を
入
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し

の
状
況
で
あ
り
、
駐
車
場
の
確

保
に
向
け
、
善
処
願
い
た
い
。

ま
た
、
寺
田
コ
ミ
セ
ン
の
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
全
然

利
用
さ
れ
て
い
な
い
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
、
駐
車
場
に
整
備

で
き
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長　

砕
石
を
入
れ

る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け
効

率
的
な
運
用
の
仕
方
を
構
築
し

て
い
き
た
い
。

寺
田
コ
ミ
セ
ン
周
辺
整
備

遊
園
地
広
場
に
駐
車
場
検
討

（自由クラブ）

でこぼこの遊園地広場

岩
手
山
Ｓ
Ａ
周
辺
の
悪
臭

市
役
所
へ
の
苦
情
は
な
い

北
きたぐち

口和
か ず お

男 議員
（無会派）

岩手山サービスエリア（下り線）

遠
えんどう

藤公
き み お

雄 議員
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項　目 内　容 主な適用例

調査研究費
会派(議員)が行う市の事務や地方行財政などの調査研究と調査委託
に関する経費

交通費、宿泊費

研　修　費
会派(議員)が研修会を開催するために必要な経費や、団体などが開
催する研修会へ参加するための経費

交通費、宿泊費、参
加費

広　報　費 会派(議員)が行う活動や市政について市民に報告するための経費
広報紙・報告書など
印刷費、文書通信費

広　聴　費
会派(議員)が行う住民からの市政と会派の活動に対する要望、意見
の聴取、住民相談などの活動の経費

資料印刷費、会場費

要請・陳情
活　動　費

会派(議員)が要請、陳情活動を行うための経費
文書通信費、交通費、
宿泊費

会　議　費
会派(議員)が行う各種会議、団体などが開催する各種会議への会派

（議員）として参加するための経費
会場費、資料印刷費

資料作成費 会派(議員)が行う活動に必要な資料を作成するための経費 印刷製本代

資料購入費
会派(議員)が行う活動に必要な図書、資料などを購入するための経
費

書籍購入費、新聞雑
誌購読料

人　件　費 会派(議員)が行う活動を補助する職員を雇用するための経費 給料、手当、賃金

事 務 所 費 会派(議員)が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費
事務機器購入、リー
ス代

政務活動費に充てることができる経費の範囲

会派など名称 期　日 視察先 視察内容

八　起　会
新政クラブ

７月20日
　　　　21日
　　　　22日

北海道足寄町
北海道森町
北海道函館市

足寄高等学校の存続支援について
森中学校の修学旅行の現状について
函館市小中学校の修学旅行の現状について

11月８日
　　　　９日
　　　　10日

徳島県鳴門市
高知県馬路村
愛媛県松山市

エコノミックガーデニング鳴門について
ゆずの森加工場について
ごみ減量化に関する取り組みについて

市民クラブ
北 口 和 男

７月25日
　　26日

北海道滝川市
北海道留萌市

公共施設マネジメントについて
議会基本条例に基づく議会運営基盤の再構
築について

市民クラブ
緑　松　会
自由クラブ
北 口 和 男

２月16日
　　　　17日

千葉県館山市
千葉県野田市

じのもんが一番ダッペエについて
環境保全型農業を目指してについて

緑　松　会
自由クラブ

１月27日 沖縄県中城村

沖縄県名護市

中城城跡の世界遺産登録に伴う観光振興施
策の変化について
名護市マルチメディア館を中心とする特区
内の情報関連企業の誘致状況ならびに推進
するＮＰＯ法人の活動内容について
なごアグリパーク内の６次産業関連の活動
内容について

日本共産党
10月24日
　　　　25日

茨城県筑西市
茨城県常陸大宮
市

議会倫理条例について
空き家対策について

会派(議員)別

視察研修一覧

(28年度)
※研修会参加は除く

八起会、新政クラブ・足寄
高等学校視察（昨年７月20
日、北海道足寄町）

緑松会、自由クラブ・中城
城跡視察（１月27日、沖縄
県中城村）

　八幡平市は、議員の調査研究など

活動に必要な経費の一部として、１

人当たり月額２万円の「政務活動費」

を会派または議員に交付しています。

ここでは、28年度に交付された政務

活動費がどのように使われたのかを

お知らせします。

政務活動費収支報告

１人月２万円

その使い道は

八　起　会(７人)

使用額　　１,680,837円
調査研究費　1,400,103円

資料購入費　　　　2,700円

事 務 所 費　　278,034円

交付額　　１,680,000円

返還額　　　　　　　　0円

北 口 和 男

使用額　　　253,309円
調査研究費　　155,589円

研　修　費　　　85,382円

資料購入費　　　12,338円

交付額　　　240,000円

返還額　　　　　　0円

日本共産党(３人)

使用額　　　738,308円
研　修　費　　105,679円

広　報　費　　627,509円

資料購入費　　　5,120円

交付額　　　720,000円

返還額　　　　　　0円

緑　松　会(３人)

使用額　　　582,623円
調査研究費　　504,445円

研　修　費　　　50,210円

資料購入費　　　27,968円

交付額　　　720,000円

返還額　　 １50,006円

市民クラブ(４人)

使用額　　　　93１,053円
調査研究費　　　839,320円

研　修　費　　　60,356円

資料購入費　　　15,452円

事 務 所 費　　　15,925円

交付額　　　　880,000円

返還額　　　　　　0円

自由クラブ(２人)

使用額　　　480,326円
調査研究費　　434,736円

研　修　費　　　43,750円

資料購入費　　　1,840円

交付額　　　480,000円

返還額　　　　　　　　　0円

新政クラブ(２人)

使用額　　　433,839円
調査研究費　　409,039円

資料購入費　　　14,044円

事 務 所 費　　　10,756円

交付額　　　440,000円

返還額　　　　6,161円

交付額合計　　5，160，000円

使用額合計　　5，100，295円

返還額合計　　　156，167円

※
緑
松
会
は
、
議
員
ご
と
に
交
付
し
、
そ
の
合
計

額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。



15 №４8 14№４8

問　〇の中には、どんな文字

　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、 「ギカイのひろば」 を読んだ　　

感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、はが

きやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中から抽

選で10人に八幡平市共通商品券500円分をお贈りします(当選者

の発表は発送をもって代えさせていただきます）。

※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係

　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp

■しめ切り　平成29年９月８日㈮(当日消印有効)

■前回(№47)の正解　９(会計)

　　　　　　　　　　応募者　14人　　正解者　12人

ク イ ズ

次の一般選挙か

ら、議員定数を

〇〇人に改正

次は　９月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか

　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ

とができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市

役所３階の議会事務局までお越しください（受付で住

所や氏名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます

　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階

のテレビでライブ中継を行っているほか、インター

ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画

配信しています。

期　日 内　容

８月23日㈬ 議案上程  ほか

８月24日㈭・25日㈮ 一般質問

８月26日㈯・27日㈰ 休　　会

８月28日㈪～31日㈭
一般質問、議案審議、決算

特別委員会、各常任委員会

９月１日㈮～３日㈰ 休　　会

９月４日㈪ 決算特別委員会

９月５日㈫ 休　　会

９月６日㈬ 決算特別委員会

９月７日㈭ 休　　会

９月８日㈮ 委員長報告 ほか

議会の動き

（６月１日～７月31日)

６月

▲

１日　島根県益田市議会会派

　　　　視察来庁

▲

２日　二戸市議会視察来庁

▲

５日　議会運営委員会

▲

８日　総務常任委員会協議会

▲

12日　平成29年第２回定例会

　　　　　　　　(～22日)、 議員全員協

　　　　　　　　議会、 議会広聴広報常

　　　　　　　　任委員会

▲

14日　第６回議会議員定数等

　　　　調査特別委員会

▲

15日　産業建設常任委員会、

　　　　総務常任委員会

▲

20日　議会運営委員会、市政

　　　　調査会理事会

▲

22日　会派視察研修報告会

▲

26日　議員安代林業センター

　　　　現地視察

▲

28日　議会運営委員会

７月

▲

３日　議会改革推進会議、議

　　　　会広聴広報常任委員会

▲

４日　平成29年度八幡平市・

　　　　宮古市姉妹都市議員交

　　　　流会（～５日）

▲

10日　奈良県五條市議会視察

　　　　来庁

▲

11日　八起会・新政クラブ会

　　　　派合同研修（～14日)

▲

12日　長野県長野市議会会派

　　　　視察来庁

▲

18日　議会広聴広報常任委員

　　　　会
▲

19日　総務常任委員会所管事

　　　　務調査に係る視察研修

　　　　（～21日)

▲

24日　議会広聴広報常任委員

　　　　会

▲

25日　市民クラブ・緑松会・

　　　　自由クラブ・無会派会

　　　　派合同研修（～27日)

▲

28日　第64回岩手地区議会議

　　　　員大会

▲

31日　議会運営委員会、議会

　　　　改革推進会議、平成29

　　　　年７月盛岡地区広域消

　　　　防組合議会臨時会、議

　　　　会広聴広報常任委員会

八幡平市議会活動レポート

全国市議会議長会表彰

議員全員協議会

　６月12日に議員全員協議会を開催し、市から平成24

～28年度の国民健康保険税算定の際に処理を誤り、７

世帯・25万7,300円を過小課税し、28世帯・135万5,000

円を過大課税していたことや、今後は、事務処理の確

認体制を、より一層強化し、再発防止に心がけるとと

もに、適正な事務処理に努めていきたいとの説明があ

りました。

国保税の税額計算誤りなどを説明

議員全員協議会(６月12日)

山本榮議員(写真左)と髙橋悦郎議員

　本市議会の髙橋悦郎議員と山本榮議員が全国市議会

議長会から表彰を受けました。

　髙橋議員が市議会議員を15年以上、山本議員は市議

会議員を10年以上務めた功績です（合併前の町村議会

議員としての在職年数の２分の１を市議会議員在職年

数に通算）。

長年にわたる自治の功績たたえる

八幡平市・宮古市姉妹都市議員交流会

　７月４、５日に、宮古市で八幡平市・宮古市議会議

員交流会が開催されました。「学ぶ防災」として、震災

遺構である、たろう観光ホテルを視察研修するととも

に、崎山貝塚縄文の森公園複合施設では、宮古地区の

縄文時代の歴史について説明を受けました。

姉妹都市の議員同士で交流

震災遺構のたろう観光ホテル
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発
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　８月で後期高齢者の仲間入りを

しました。これまで、病気らしい

病気もせず「健康優良児」で過ご

してきましたが、３年前に突然の

腰痛で歩行に支障を来し、今も薬

の厄介になっています。全く予期

せぬことで、とても信じられませ

んでした。毎年、７月の焼走りマ

ラソン大会を走れないのが一番残

念です。運動、食事、飲酒、睡眠

には、いつも気を配っています。

介護保険の財政事情も厳しいよう

で、健康のありがたみは病気に

なってみないと分からないもので、

十分、気を付けたいと思います。

議 会 の ま ど

介
護
の
お
世
話
に

な
ら
な
い
生
活
を

若
い
年
代
の
夫
婦
が
住
む
住

宅
も
豊
富
と
は
言
え
ず
、

市
内
在
住
者
の
た
め
の
住
宅
が
増

え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

の
ア
パ
ー
ト
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

（
大
更
・
35
歳
女
性
）

柏
台
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る

と
、
ま
だ
住
め
そ
う
な
建

西
根
地
区
の
ア
パ
ー
ト
を
見
る

と
、
賃
貸
住
宅
の
多
く
が
埋

ま
っ
て
お
り
、
先
日
、
結
婚
し

た
近
所
の
夫
婦
は
、
八
幡
平
市

で
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
住
む
所
が
な
い
」
と
盛
岡

物
が
ず
い
ぶ
ん
空
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
移
住
希
望
者
に
住

ん
で
も
ら
う
ア
イ
デ
ア
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
大
更
・
65
歳
女
性
）

害
者
な
ど
に
優
し
い
病
院
に
し
て

ほ
し
い
。
（
赤
坂
田
・
61
歳
男
性
）

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
に

議
員
が
行
っ
て
、
学
生
と

り
を
見
た
と
声
を
掛
け
て
く
れ
て
、

古
布
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
、

思
い
っ
き
り
縫
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。(

叺
田
・
74
歳
女
性
）

予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
内

容
が
、
一
般
質
問
な
の
か
、

議
員
の
質
問
な
の
か
、
よ
く
分
か

ら
な
い
。
ま
た
、
西
根
病
院
は
障

触
れ
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
聞
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

(

大
更
・
58
歳
女
性
）

こ
の
間
は
、
声
の
欄
に
載

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
、
４
人
の
方
々
が
議
会
だ
よ

クイズで寄せられ

た意見などを紹介

します。

声

学校紹介

寄木小学校児童会長

高
たかはし

橋俐
り く

匠　さん

　八幡平市議会のホームページには、は

ちまんたい議会だよりのほか、議会日程

（会期日程、一般質問の通告一覧）や議

決結果、会議録（キーワード検索できま

す）などを掲載しています。ご覧くださ

い。

市議会ホームページにアクセスを 寄
木小学校の児童会スロー

ガンは、「協力し笑顔いっ

ぱいの寄木っ子」です。このス

ローガンの達成を目指して、今

年も行事などに一生懸命取り組

んでいます。学校には、先輩方か

ら受け継がれてきた鼓笛という

伝統があります。過去には、天

皇陛下もご覧になったそうです。

これからも、多くの伝統を引き

継ぎ全校で頑張っていきます。

田
た し ろ

代宏
こ う じ ろ う

二郎  さん

（仲町）


